
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

【
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ
】

ス
マ
イ
ル
会
長
杯 

卓
球
交
流
大
会

■
開
催
日
・
時
間

　11
月
18
日（
火
）
　午
前
９
時
〜

■
会

　場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

 

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
交
流
大
会

■
開
催
日
・
時
間

　12
月
３
日（
水
）
　午
後
６
時
30
分
〜

■
会

　場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託
活

動
が
含
ま
れ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
次
の

連
絡
先
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
77
）
２
０
４
４

上
ノ
岱
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　シ
ー
ズ
ン
終
了
の
お
知
ら
せ

　上
ノ
岱
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
10
月
31
日

（
金
）
を
も
ち
ま
し
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

運
営
を
終
了
し
ま
し
た
。

　ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　現
在
、
冬
季
の
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　積
雪
の
状
態
を
見
な
が
ら
、
12
月
中
旬

〜
下
旬
頃
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

        

　
　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

       

　
　

 

午
後
７
時
30
分
〜

■
会

　場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

■
会

　場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　午
後
１
時
〜

■
会

　場

　地
域
セ
ン
タ
ー

（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
日
・
時
間

  

11
月
12
日
、
26
日
（
水
）
　

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

■
会

　場

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　第
39
回
生
涯
学
習
村
民
の
つ
ど
い
が

10
月
14
日
〜
19
日
の
期
間
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　19
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
学
習
発

表
会
の
写
真
の
一
部
を
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　今
月
広
報
の
６
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　こ
の
事
業
へ
ご
参
加
・
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
紙
面
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

　　11
月
３
日（
月
）
文
化
の
日

　11
月
23
日（
日
）
勤
労
感
謝
の
日

　祝
日
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

　本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

リ
サ
イ
ク
ル
の
雑
誌(

２
０
１

０
年
分)

は
、
引
き
続
き
館
内
に

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ほ
し
い
方
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
文
芸
春
秋
・
時
刻
表
・
大
相
撲

(

休
刊)

等
、
古
く
て
も
魅
力
の

あ
る
雑
誌
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

(

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す)

11
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）

は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

い
た
し
ま
す
。

　す
べ
て
の
業
務
を
停
止
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
新
聞
の
当
日
号
に

つ
き
ま
し
て
は
、
図
書
館
入

口
前
の
ホ
ー
ル
で
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

　公
民
館
講
座
と
し
て
10
月
末
か
ら
３
回

の
予
定
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
教

室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　11
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　平
成
26
年
11
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　平
成
26
年
11
月
12
日
（
水
）

■
時
間

　13
時
30
分
〜
15
時
頃
ま
で

■
場
所

　保
健
セ
ン
タ
ー

　ホ
ー
ル

■
講
師

　秋
田
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　
　
　
　
　理
事

　金

　光
子

　氏

　前
回
の
講
座
に
参
加
し
た
方
は
も
ち
ろ

ん
、
今
回
か
ら
初
め
て
参
加
す
る
方
も
大

歓
迎
で
す
の
で
是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込

　公
民
館
の
申
込
書
に
記
入
し
て

提
出
す
る
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館☎（

60
）
９
０
０
０

　10
月
13
日
（
月
）
体
育
の
日
に
あ
わ
せ

て
、
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　行
事
内
で
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
村
長

杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

午
前
は
ふ
る
さ
と
公
園
で
児
童
の
部
を
、

午
後
か
ら
は
旧
沖
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
一
般

の
部
を
行
い
ま
し
た
。

　初
心
者
の
方
も
ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
、
一

緒
に
楽
し
ん
で
プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。

体
育
の
日
記
念
行
事

　10
月
６
日
（
月
）
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
高
齢
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
ロ
コ
モ
予
防
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
通
称

ロ
コ
モ
：
骨
・
関
節
・
筋
肉
な
ど
の
運
動

器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
能
力
の
低
下
を

き
た
し
て
、
生
活
の
自
立
度
が
下
が
る
状

態
）
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
学
習
す
る
と

と
も
に
、
予
防
に
効
果
の
あ
る
体
操
や
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
実
践
し
ま
し
た
。

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

【
休
館
日
の
お
し
ら
せ
】

【
小
学
校
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

　  

ク
ラ
ブ
で
の
様
子
で
す
】

図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ー
に
、た
く
さ
ん
の

ご
来
館
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
週
間
村
民
の
つ
ど
い

盛
会
裡
に
終
了

レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス

「
レ
ク
ダ
ン
ス
講
座
」

　
　
　
　
　
　

開
催
中
で
す
！

♪

♪

♪

♪

高
齢
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

11



役
場
職
員
を
紹
介
し
ま
す
Vol.6

12

■
主
任
調
理
員
　（
班
長
）

■
主
任
調
理
員

■
臨
時
職
員
（
調
理
・
用
務
員
）

■
臨
時
職
員
（
庁
務
員
）

■
パ
ー
ト
職
員
（
看
護
師
補
助
）

　
　

畠
山　

邦
子

■
パ
ー
ト
職
員
（
機
能
訓
練
指
導
員
）

　
　

小
林　

秀
子

■
パ
ー
ト
職
員
（
宿
日
直
・
清
掃
）

　
　

二
階
堂
一
雄

　
　

武
石　

正
市

　
　

伊
藤　

信
義

　
　

平
川　

法
子

　
　

武
石　

智
子

※
職
員
数
が
多
い
た
め
、
２
回
に
わ
た

り
紹
介
い
た
し
ま
す
。
来
月
は「
介
護

員
」を
紹
介
し
ま
す
。

■
係
長
（
看
護
師
）　（
班
長
）

■
主
査
（
看
護
師
）

■
技
師
（
准
看
護
師
）

■
主
査
（
管
理
栄
養
士
）

　

献
立
作
成
、
栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
及
び
栄
養
指
導
に
関
す
る
こ
と　
　

今
月
は
、

「
杉
風
荘
」　
を
紹
介
し
ま
す
。

　

杉
風
荘
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
し
て
、
ご
利
用
者
へ
安
心
し
た
生
活

を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

■
施
設
長

　

施
設
の
管
理
運
営
の
総
括

■
係
長

　
施
設
の
庶
務
全
般
に
関
す
る
こ
と

■
係
長

　

生
活
相
談
業
務
に
関
す
る
こ
と

片岡　恵

河村 良満渡邉　保齊藤 貴明

石上 禎子

齊藤 青美魚住 千尋田口 リカ田中 陽子

齊藤 節子鈴木 友子

田中 友子

鈴木 康子

平川亜紀子武石 忠夫

鈴木美智子

①



　
こ
ん
に
ち
は
。
桝
本
杉
人
で
す
。
朝
晩
、

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　

66
日
間
の
長
き
に
渡
っ
た
K
A
M
I
K

O
N
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
４
が

閉
幕
し
ま
し
た
。
８
月
９
日
の
始
ま
り
で

す
か
ら
、季
節
は
夏
を
す
ぎ
て
秋
が
深
ま
っ

て
来
ま
し
た
。

　

今
年
の
K
A
M
I
K
O
A
N
I
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
小
沢
田
会
場
を
加
え
て
多
く
の
お

客
様
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
た
K
A
M
I
K

O
A
N
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
村
内
の
す

べ
て
の
世
帯
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
旗
を

掲
揚
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
街
道
沿
い

や
集
落
の
中
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
旗
の
様

子
は
、
お
客
様
や
作
家
に
大
き
な
感
銘

を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
八
木
沢
集
落
で

は「
こ
ん
に
ち
わ
よ
う
こ
そ
八
木
沢
え
」と

書
か
れ
た
旗
が
あ
り
、
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
旗
を
見
て
い
る
と
全
村
あ
げ
て
の

K
A
M
I
K
O
A
N
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

８
月
は
天
候
不
順
で
、
９
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
と
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
以
外

の
日
は
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、
９
月
に

な
っ
て
か
ら
天
候
は
持
ち
直
し
て
、
台
風

の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、無
事
に
ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
を
迎
え
ま
し
た
。
八
木
沢
会
場
で

は
、
婦
人
会
や
、
商
工
会
女
性
部
、
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
カ

フ
ェ
で
八
木
沢
カ
レ
ー
の
提
供
と
グ
ラ
ー

ド
さ
ん
の
ほ
お
ず
き
ジ
ュ
ー
ス
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
期
間
の
後
半
に
は
八
木
沢
の

人
た
ち
が
収
穫
し
た
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ク
ル

ミ
や
マ
コ
モ
タ
ケ
な
ど
が
並
び
、
小
さ
な

直
売
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
66
日
の
期

間
は
長
い
た
め
、
運
営
の
苦
労
は
み
な
さ

ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
期
間
の
後
半

に
な
っ
て
さ
ら
に
参
加
や
工
夫
を
つ
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
間
の
後
半
に

な
っ
て
参
加
が
増
え
て
盛
り
あ
が
っ
て
い

く
、
い
い
形
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
冬
支
度
を
し
て
い
き
ま
す
。

つ
ぎ
は
１
月
号
に
登
場
予
定
で
す
。
寒
き

折
、
み
な
さ
ま
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
河
原
﨑
で
す
。

　

季
節
は
黄
金
色
か
ら
赤
、
そ
し
て
茶
色

へ
と
、
め
ま
ぐ
る
し
く
色
が
移
っ
て
き
ま

し
た
。

　

寒
く
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
夏
、
私
は
66
日
間
に
渡
っ
て
開
催

し
た
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
秋
田
２
０
１
４
の
作
家
兼
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
賑
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

県
内
や
県
外
、
村
の
方
、
子
供
か
ら
ご

年
配
の
方
ま
で
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方

に
現
代
ア
ー
ト
と
上
小
阿
仁
村
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
は
雨
が
多
く
、
じ
め
じ
め
と
し
た

お
天
気
が
続
き
ま
し
た
が
、
お
盆
に
合
わ

せ
て
久
々
に
帰
っ
て
き
た
方
が
家
族
や
友

達
を
連
れ
て
、
作
品
を
見
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
沖
田
面
会
場
で
は
５
名
の
作

家
さ
ん
が
約
１
か
月
間
、
沖
田
面
の
盆
踊

り
に
参
加
す
る
な
ど
、
村
で
の
滞
在
を
楽

し
み
な
が
ら
、
見
て
感
じ
た
こ
と
を
作
品

に
盛
り
込
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

　

９
月
は
小
沢
田
会
場
で
管
理
人
を
し
て

い
ま
し
た
。
昔
な
つ
か
し
い
民
具
や
、
学

校
の
雰
囲
気
に
来
ら
れ
た
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

「
良
い
も
の
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」「
良

い
校
舎
だ
か
ら
、
も
っ
た
い
な
い
ね
」

「
来
年
も
来
ま
す
」お
客
さ
ん
と
の
会
話
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

10
月
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
風
が

ひ
ん
や
り
冷
た
か
っ
た
で
す
が
、
管
理
人

さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
無
事
閉
幕
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

お
客
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
作
家
さ
ん
、

村
の
み
な
さ
ん
、
実
行
委
員
の
み
な
さ
ん

や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の

方
の
支
え
が
あ
っ
て
今
年
の
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
４

を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
い
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
村
内
を
歩
い
て
、
み
な
さ
ん

と
交
流
し

て
い
け
れ

ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

み
な
さ

ん
の
近
況

報
告
を
楽

し
み
に
し

て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
応
援
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

日
誌

日
誌

　

 

〜
桝
本
編
〜

　

 

〜
河
原
﨑
編
〜

57

6

13
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日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と

協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
と
位
置
づ
け
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
公

的
年
金
制
度
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
、
厚
生
労
働
省
で

は
、「
国
民
お
一
人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期

の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ

く
日
」
と
し
て
11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）

日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
と
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、

未
来
の
生
活
設
計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
ご
利
用
の
手
続

き
は
簡
単
で
す
。

①
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w.nenkin.go.jp/

）

の「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ク
リ
ッ
ク

②「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」ペ
ー
ジ
で「
新
規

ご
利
用
登
録
」を
ク
リ
ッ
ク

③「
ご
利
用
登
録
」（
※
ア
ク
セ
ス
キ
ー
を

お
持
ち
で
な
い
方
）
を
ク
リ
ッ
ク

④
基
礎
年
金
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所 

等
を
入
力

⑤
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
を
取
得
（
登
録
か
ら
約
５

日
程
度
で
郵
送
さ
れ
ま
す
）

⑥「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」ペ
ー
ジ
で
ロ
グ
イ

ン
を
ク
リ
ッ
ク

　

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力

し
ま
す
。

※
ア
ク
セ
ス
キ
ー
（「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

な
ど
に
記
載
さ
れ
た
17
桁
の
番
号
（
有
効

期
限
は
、
３
ヵ
月
））
が
あ
れ
ば
、
ユ
ー

ザ
ー
Ｉ
Ｄ
を
即
時
取
得
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
せ
先

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
・

　
　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎ 

０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

　
鷹
巣
年
金
事
務
所

☎
（
62
）
１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課　
住
民
福
祉
班

☎
（
77
）
２
２
２
２

平成 26 年度 後期分の公共工事発注の見通しの公表
　◆ 担当課　建設課                                 公表時期：平成26年10月

工事の名称 工事場所 予定工期 種　別 工　事　概　要
入札及び

契約の方法
（予定）

入札予定
時　　期

河川災害復旧工事
26災41号

上小阿仁村
五反沢字

八森沢地内
H26.11下旬～　
　　H27.3 下旬 土木一式

復旧延長　L=9.0m 
擁壁工A=51m2、
舗装工A= 1m2、 
排水構造物工L=4m 
構造物取壊工V=7m3

指名競争入札 H26.11下旬

　◆ 担当課　教育委員会

工事の名称 工事場所 予定工期 種　別 工　事　概　要
入札及び

契約の方法
（予定）

入札予定
時　　期

生涯学習センター 
舞台ﾜｲﾔｰﾛｰプ･
網元ﾛｰプ取替工事

上小阿仁村
小沢田字向川原

60-3
H26.11上旬～　
　H26.12 中旬 機械器具設置

舞台機構設備工事
ﾜｲﾔｰﾛｰプ･網元ﾛｰプ
取替 （緞帳を除く吊物全て）

指名競争入札 H26.10 下旬

生涯学習センター 
太陽光発電設備工事

上小阿仁村
小沢田字向川原

60-3
H26.10 下旬～
　　H27.2 下旬 電　　気 壁面垂直設置型発電システム

設置工事一式 指名競争入札 H26.10 中旬

上小阿仁小中学校 
太陽光発電設備工事

上小阿仁村
小沢田字上ﾉ岱

97
H26.10 下旬～
　　H27.2 下旬 電　　気 太陽光追尾集光発電システム

設置工事一式 指名競争入札 H26.10 中旬

 ※掲載は公表時点での見通しですので、実際に発注する工事と内容が異なる場合があります。
 ※公表にあたり、村では関係法令により次のとおり対応しています。
 ①予定価格が250万円を超えないと予想されるもの、秘密にする必要があるものは公表の対象から除外しています。
 ②公共工事の発注見通しを年２回公表します。
 ③入札及び契約の過程・内容については建設課窓口で閲覧しています。また、村のホームページにも掲載し公表しています。

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
!!

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
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心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　

秋
が
深
ま
り
、
日
が
短
く
な
り
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
さ
を
感
じ
る
季
節

･･･

。
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

お
誘
い
あ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

秋
田
大
学 

大
学
院 

准
教
授 

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
久
　
長
　
先
生

■
日　
時

　

12
月
12
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
開
場
）

■
会
　
場

　

上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　
「
40
代
、
50
代
か
ら
の
再
構
築
」

　

～
こ
れ
か
ら
の
上
小
阿
仁
村
を
考
え
る
～

　

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
の
働
き
盛
り
の

年
代
で
あ
る
40
代
・
50
代
の
方
々
は

い
き
い
き
し
て
い
ま
す
か
？

　
「
お
互
い
さ
ま
」で
支
え
あ
う
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
で
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

男
鹿
市 

宗
泉
寺 

住
職

　
　
　
　
　
長
谷
川
　
恵
　
光
　
先
生

●
11
月
26
日
に
予
定
し
て
い
た
講
演
会
の

日
程
を
、
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。

■
日　
時

　

12
月
25
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
開
場
）

■
会
　
場

　

上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　「
死
の
お
話
」

　

～
死
と
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
～

　

平
成
26
年
度
に
対
象
と
な
っ
て
い
る
方

は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
が
平

成
27
年
１
月
31
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
予
約
が
混
雑
し
て
い

る
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

感染症にご用心！～予防・重症化防止につとめましょう～
　冬には①空気の乾燥、寒さによってウイルスが活発になること、②体温の低下やのど・鼻の粘膜が乾
燥し、人の免疫力が低下することによって、感染症が流行しやすくなります。ひとり一人が感染症にか
からないよう、また他の人にうつさないようにしましょう。

○予防をする
外出時のマスク着用、外出後や食事前
に手洗い・うがいをしましょう。

○部屋の環境を整える
５０～６０％の湿度を保つために、加
湿器の使用やぬれタオルをつるし、定
期的な換気をしましょう。

○体を温める
温かいものをとったり、手袋やマフ
ラーを使用したり、ぬるめのお湯での
入浴など体を温める工夫をしましょう。

○予防接種を受ける
インフルエンザは、抵抗力の弱い子どもや高齢
者が感染すると脳症や肺炎など重症化するこ
ともあります。かかりつけの医師と相談をして
１２月までの間に早めに受けるようにしましょう。

○抵抗力をつける
十分な栄養と睡眠を心がけ、適度な運動をしま
しょう。

咳エチケット：「咳」などの症状のある人は周りの人にうつさないように、咳エチケットを心がけましょう。
○マスクを着用しましょう。　
○咳をする時は、ティッシュなどで口や鼻を押さえ、他の人から離れましょう。
○鼻汁・痰などを含んだティッシュは、すぐにふた付きのごみ箱に捨てましょう。

ワクチンの有効期間は、接種後約２週間から約
５ヶ月間です。

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
へ

健
康
推
進
班
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
☎（
77
）３
０
０
８

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
へ



制
度
で
、
昭
和
23
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

検
察
審
査
員
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
か
ら
無
作
為
に
選
出
さ
れ
、
候

補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
来
年
度
の

検
察
審
査
員
候
補
者
に
選
出
さ
れ
た
方

に
、
11
月
中
に
通
知
書
が
届
き
ま
す
の

で
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
同
様
の
制
度
で
あ
る
「
裁
判
員
制
度
」

と
は
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

大
館
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
（
42
）
０
０
７
１

　

大
館
税
務
署
で
は
、
官
公
庁
・
法
人
及

び
個
人
（
白
色
事
業
者
）
の
源
泉
徴
収
義

務
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
、
年
末
調

整
事
務
の
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
19
日
（
水
）

【
１
回
目
】

　

受　

付　

９
時
30
分
～

　

説
明
会　

10
時
～
正
午

【
２
回
目
】

　

受　

付　

13
時
30
分
～

　

説
明
会　

14
時
～
16
時

「
エ
ク
セ
ル
関
数
応
用
講
習
」

■
開
催
期
間

　

12
月
８
日
～
９
日
（
２
日
間
）

■
時
　
間

　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
４
時

■
場
　
所

　

鷹
巣
技
術
専
門
校　

民
間
訓
練
棟
教
室

■
内
　
容

　

エ
ク
セ
ル
関
数
と
そ
の
応
用
、
デ
ー
タ

を
自
在
に
扱
う
た
め
の
便
利
技
を
習
得
す

る
。

■
対
象
者

　

企
業
在
職
者
で
、
文
字
入
力
の
で
き
る

方
。

■
定
　
員

　

先
着　

10
名

■
受
講
料

　

テ
キ
ス
ト
代　

約
１
、０
０
０
円

■
申
込
締
切

　

11
月
25
日
（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校

☎
（
84
）
８
３
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
84
）
８
３
５
２

　

検
察
審
査
会
制
度
は
、
主
に
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
の
当
否
に
つ
い
て
審
査
す
る

■
場
所

　

大
館
市
民
文
化
会
館　

中
ホ
ー
ル

■
持
参
書
類

　

年
末
調
整
関
係
書
類

（
対
象
者
の
方
へ
、
10
月
27
日
以
降
順
次

発
送
し
ま
す
）

※
個
人
青
色
事
業
者
へ
の
決
算
説
明
会

（
年
末
調
整
関
係
事
務
の
説
明
も
含
む
）

は
、
別
途
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
大
館
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門

☎
（
42
）
０
６
７
１

　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
７
日

間
は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

犯
罪
や
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
被
害

者
、
そ
の
家
族
、
遺
族
の
方
々
は
、
体
へ

の
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神

的
・
経
済
的
に
も
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
警
察
は
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
が

再
び
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
ま
で
必
要

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
、
団
体
と
連
携
し
た
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
犯
罪
被
害
者
等
の
た
め
の
相
談
窓
口

・
県
民
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー

・
や
ま
び
こ
電
話

・
レ
デ
ィ
ー
ス
通
話
１
１
０
番

・
秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

■
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

国
で
は
、
犯
罪
被
害
者
や
遺
族
の
方
に

経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
警
察
署
被
害
者
支
援
係

☎
（
62
）
１
２
４
５

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・
帳
簿
等

の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年

分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ

て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
平

成
26
年
１
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
を

生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
の
必
要

の
な
い
方
を
含
み
ま
す
。）
に
つ
い
て
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の

内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w.nta.go.jp

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

警
察
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
支
援

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

鷹
巣
技
術
専
門
校

能
力
開
発
講
座
の
お
知
ら
せ

検
察
審
査
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

難
視
対
策
の
各
種
支
援
が
終
了
し
ま
す

建
物
を
壊
し
た
と
き
は

　
　
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

Ｂ
型
肝
炎
被
害
救
済
の
ご
案
内

　

児
童
虐
待
は
以
下
の
よ
う
に
４
種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
首
を

絞
め
る
、
縄
な
ど
に
よ
り
拘
束
す
る
な
ど

◇
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を

見
せ
る
、
性
器
を
触
る
又
は
触
ら
せ
る
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

◇
ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病

気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い

な
ど

◇
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ

い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の

前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
、通
称
Ｄ
Ｖ
）

な
ど

　

子
育
て
に
不
安
や
悩
み
が
あ
る
方
、
虐

待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ

け
た
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

☎
（
77
）
２
２
２
２

　
北
児
童
相
談
所
　

☎
０
１
８
６
（
52
）
３
９
５
６

　
秋
田
県
子
ど
も
家
庭
相
談
電
話

☎
０
１
２
０
（
42
）
４
１
５
２

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視
対
策

の
た
め
の
各
種
支
援
制
度
は
、
平
成
27
年

３
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
期
限
ま

で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る
た
め

に
は
、
本
年
12
月
中
の
申
し
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
期
間
は
積
雪
に

よ
り
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
の

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
07
）
０
１
０
１

　

過
去
、
国
が
実
施
し
て
い
た
予
防
接
種

で
は
、
注
射
器
の
使
い
回
し
が
広
く
行
わ

れ
て
お
り
、
多
く
の
方
が
Ｂ
型
肝
炎
に
感

染
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国

は
昭
和
23
年
７
月
か
ら
の
予
防
接
種
が
原

因
で
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
人
に
、
給
付

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団

☎
０
１
２
０
（
76
）
０
１
５
２

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
『
家
屋
滅

失
届
』
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
が
な
い
と
取
り
壊
し
た
後
も
課
税
さ

れ
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
届
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班

☎
（
77
）
２
２
２
２

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

17

村長交際費 （平成26年9月21日～10月20日）

村長の動静
（平成26年9月21日～10月20日）

22日㈪　ＫＡＭＩＫＯＡＮＩプロジェクト秋田会議
24日㈬　秋田県町村会理事会（八峰町）
25日㈭　入札会
27日㈯　100キロチャレンジマラソン前夜祭（仙北市）
28日㈰　秋田県25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！（秋田市）
29日㈪　課長会議

 1日㈬　秋田県民生協会開園祭（北秋田市）
 4日㈯　国民文化祭あきた２０１４　オープニング（秋田市）
 5日㈰　ＫＡＭＩＫＯＡＮＩプロジェクト秋田　文化庁長官　視察
　　　　五城目・上小阿仁間駅伝競走大会
 9日㈭　北都銀行　渡部専務　来訪
　　　　議員全員協議会
　　　　議会運営委員会
　　　　臨時議会
10日㈮　全国スポーツ推進委員表彰　小林幹子氏受

賞挨拶
　　　　全国地域安全運動出発式（北秋田市）
11日㈯　上小阿仁小中学校　学校祭
　　　　北秋田市１０周年記念式典（北秋田市）
12日㈰　ＫＡＭＩＫＯＡＮＩプロジェクト秋田２０１４イベント
　　　　「第３回番楽サミットと伝統芸能競演」
13日㈪　体育の日記念行事
　　　　ＫＡＭＩＫＯＡＮＩプロジェクト秋田２０１４イベント
　　　　「クロージングイベント」
14日㈫　課長会議
15日㈬　自衛隊秋田地方協力本部長　来訪
16日㈭　北秋田地方連合猟友会事故防止協議会
17日㈮　入札会
18日㈯　上小阿仁村産業祭
　　　　公民館主催事業　元祖爆笑王上小阿仁村講演会
19日㈰　生涯学習週間村民のつどい　学習発表会
20日㈪　北都銀行　高松米内沢支店長　来訪
　　　　JAあきた北央農業協同組合　来訪

・秋田県民生協会開園祭
・香典
・入院見舞
・北秋田地方連合猟友会事故防止協議会
・五城目・上小阿仁間駅伝競争大会祝賀会

10/

９/

５,０００円
１０,０００円
１０,０００円
５,０００円
６,７００円



行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん

と
関
係
行
政
機
関
等
の
間
に
立
っ
て
、
問

題
の
解
決
を
図
る
「
行
政
と
住
民
の
パ
イ

プ
役
」
で
す
。

　

次
の
と
お
り
定
例
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
会
】

　

11
月
７
日
（
金
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

午
前
10
時
～
12
時

※
次
回
予
定
　
12
月
５
日
（
金
）

　

い
樹
い
樹
か
み
こ
あ
に
応
援
基
金
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
21
日
～
10
月
20
日
ま
で
の
ふ
る
さ

と
納
税
「
い
樹
い
樹
か
み
こ
あ
に
応
援
基

金
」
へ
の
寄
付
は
１
件
で
し
た
。

　

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

三
　
浦
　
喜
　
光　

さ
ん
（
男
鹿
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

累
計　

55
万
円

■
募
集
人
員

　

１
名
（
年
齢
不
問
）

■
募
集
要
件

　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
基
本
操
作

が
で
き
る
こ
と

■
業
務
内
容

　

事
務
補
助（
受
付
窓
口
と
し
て
の
電
話
・

来
客
対
応
・
文
書
受
付　

他
）

■
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分 

～ 

午
後
３
時
15
分

　
（
昼
休
み　

午
前
11
時
〜
正
午
）

■
賃
　
金

　

日
額　

4
、8
３
０
円

■
加
入
保
険
等

　

雇
用
保
険
・
非
常
勤
公
務
災
害

■
試
験
方
法

　

面　

接

■
雇
用
期
間

　

12
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日

■
試
験
申
込

　

総
務
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

11
月
14
日（
金
）
午
後
５
時
ま
で

■
試
験
日
時
及
び
場
所

　

申
込
者
へ
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
総
務
財
政
班

　
　
　
　
　
　
　

☎
（
77
）
２
２
２
１

総
務
課
（
事
務
補
助
）

          

臨
時
雇
用
職
員
募
集

総
務
課
（
事
務
補
助
）

          

臨
時
雇
用
職
員
募
集

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰
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10
月
10
日
、
上
小
阿
仁
村
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
小
林
幹
子
氏
が
、
全
国
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
表
彰
受
賞
の
あ
い
さ
つ
に
来

庁
し
ま
し
た
。

　

小
林
幹
子
氏
は
、
平
成
６
年
４
月
１

日
に
前
身
の
上
小
阿
仁
村
体
育
指
導
委

員
に
委
嘱
さ
れ
、
平
成
17
年
か
ら
は
村

体
育
指
導
委
員

長
、
平
成
25
年

か
ら
は
大
館
北

秋
田
ス
ポ
ー
ツ

推
進
協
議
会
長

と
し
て
、
こ
れ

ま
で
20
年
間
に

わ
た
り
、
村
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
９
月
21
日
〜
10
月
20
日
）

◆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

鈴　
木　
清
太
郎 

さ
ん（
91
）大　

林

　
村　
田　
カ
チ
ヱ 

さ
ん（
95
）沖
田
面

　
村　
田　
佐
市
郎 

さ
ん（
86
）沖
田
面

　
長　
岐　
克
太
郎 

さ
ん（
90
）杉
風
荘

　
武　
石　
武　
夫 

さ
ん（
84
）羽　

立

　
石　
上　
キ
ヨ
ヱ 

さ
ん（
89
）杉
風
荘

　
中　
嶋　
フ　
ミ 

さ
ん（
97
）杉
風
荘

◆
善
意

香
典
返
し

　

伊　
藤　
金　
二　

さ
ん　
（
沖
田
面
）

　

鈴　
木　
義　
廣　

さ
ん　
（
大　

林
）

　

村　
田　
政　
信　

さ
ん　
（
沖
田
面
）

　

武　
石　
春　
夫　

さ
ん　
（
羽　

立
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
温
か
い
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
慶
弔
だ
よ
り

1,192世帯
2,583人　
1,226人　
1,357人　

2人　
1人　

（＋　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（±　 ）
（±　 ）

1 
4 
 1 
3 
 0 
0 

平成26年９月末現在

い
樹
い
樹
か
み
こ
あ
に

応
援
基
金

　

10
月
22
日（
水
）、午
前
10
時
に
役

場
駐
車
場
で
放
射
線
量
を
測
定
し
ま

し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
30
回
定
点
測
定

平
均
０
・
０
４
２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
毎
時

※
測
定
結
果
は
５
回
測
定
の
平
均
値

で
す
。

※
秋
田
県
の
通
常
レ
ベ
ル
範
囲
は

０
・
０
２
２
～
０
・
０
８
６
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
で
す
。

放
射
線
量
定
点
測
定
結
果
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11月の
日 SUN 月MON 火 SUN 水WED 木 THU 金 F R I 土 SAT

村民カレンダー （平成26年11月１日から11月30日まで）

納期限のお知らせ 12月１日（月）
固定資産税　第４期　　　国民健康保険税　　　　第５期
介護保険料　第５期　　　後期高齢者医療保険料　第５期

24

19
大海健康教室
10時～大海公民館

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

18
さわやかクラブ
13時30分～

保健センター
八木沢健康教室
10時～

八木沢公民館
長信田健康教室
10時～
長信田交流センター

17
中五反沢健康教室
10時～
中五反沢公民館

大林健康教室
13時30分～

大林公民館

16

23

30

25
火ようクラブ
10時～

保健センター

20
ひよこの会
10時～

保健センター

小沢田健康教室
10時～

小沢田公民館

小田瀬健康教室
13時30分～
小田瀬へき地保健福祉館

21
転倒予防教室
9時30分～

若者センター
さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

22

26 27 28 29

12
福舘健康教室
10時～
い樹い樹交流センター
南沢健康教室
13時30分～

南沢公民館

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

11
火ようクラブ
10時～

保健センター

10
下五反沢健康教室
10時～

五反沢児童館

９
防災訓練

下五反沢集落

13
堂川健康教室
10時～堂川公民館

14
転倒予防教室
9時30分～

若者センター
歩こう会
10時～

地域センター
乳幼児健診
12時30分～

保健センター

15

５
沖田面健康教室
10時～

沖田面公民館

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

４３２ ６
高齢者お弁当づ
くり・配達

保健センター

家族介護教室
10時～
ショートステイこあに

若者センター

転倒予防教室
9時30分～

若者センター

さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

７ ８

１

さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

胃がん検診
6時30分～ 8時
受付 保健センター

勤労感謝の日 水無健康教室
10時～

水無公民館

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

上仏社健康教室
10時～
上仏社担い手センター

杉花健康教室
10時～

杉花公民館

転倒予防教室
9時30分～

若者センター
歩こう会
10時～

保健センター
上小阿仁村
　　綱引き大会

文化の日



第50回記念大会

　10月５日、第50回五城目・上小阿仁間駅伝競走大会が行われ、昨年より４チーム増
の18チームが日頃の練習の成果を競い合いました。
　今年は広域五城目体育館前をスタートし、６区間36・５㎞先のゴール地点である上
小阿仁村健康増進トレーニングセンター前を目指しました。これまでの練習で培った
チームの「絆」をたすきに込め、沿道の観客の声援を背に、小阿仁路を全力疾走しまし
た。
　大会終了後には、50回を記念して交流会が行われ、選手や関係者らが交流を深め、
今後の継続を誓い合いました。

１区　大　沢　　　駿
　　（上小阿仁村体育協会）
２区　橋　本　健一郎
　　（秋田市仁井田陸友会）
３区　伊　藤　康　成
　　（秋田市仁井田陸友会）
４区　小　森　正　臣
　　（五城目陸協）
５区　佐　藤　真　吾
　　（秋田ＬＳＤ爆走）
６区　萩　野　孝　広
　　（上小阿仁村体育協会）

五城目・上小阿仁間駅伝大会

１区（５．４㎞）
大　沢　　　駿 さん（小沢田）
２区（６．１㎞）
畠　山　太　伸 さん（小沢田）
３区（４．４㎞）
上　杉　大　志 さん（沖田面）
４区（６．５㎞）
山　田　清　美 さん（沖田面）
５区（７．０㎞）
田　中　　　孝 さん（小沢田）
６区（７．１㎞）
萩　野　孝　広 さん（堂  川）

第１位（２時間５分３秒）
　　　秋田市仁井田陸友会
第２位（２時間５分17秒）
　　　秋田ＬＳＤ爆走
第３位（２時間８分12秒）
　　　五城目陸協
第４位（２時間12分０秒）
　　　男鹿市陸協
第５位（２時間13分40秒）
　　　能代山本駅伝クラブ
第６位（２時間14分15秒）
　　　潟上市陸協
第10位（2時間18分43秒）
　　　上小阿仁村体育協会
第16位（2時間51分54秒）
　　　上小阿仁村役場

上小阿仁村体育協会チーム
　　　　メンバー紹介（出身） 区間記録賞（個人）記録結果

（入賞及び村内出場チーム）

印
刷
／
成
文
社

11
月
は
　「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」で
す
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